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ジョン ｡ミル トン作 ｢父上に捧げる｣

一対照訳の試み一

稲 用 茂 夫*

【要 旨】 ラテン語で書かれたジョン･ミル トンの詩一一AdPatrem一一につ

いて,ラテン語原文と日本語訳文を試みとして対照訳で示す｡時間的にも空

間的にも遠い詩作品の理解のためには,ラテン語と日本語の-だたりによる

困難はあろうとも,基礎的作業は不可避である｡一一AdPatrem'-は,ミル トン

の ｢初期詩集｣(1645)のラテン語詩部門のうちで特に注目すべき興味深い

要素をもつ作品であり,この詩人の英語による作品を鑑賞するにおいても,

青年時代の息子にとっての父親という家族関係や詩人として世に出ようと

する心情を知るためにも重要な内容を含んでいる｡

【キーワー ド】 ジョン ･ミル トン ｢父上に捧げる｣ ラテン語 初期

詩集 JohnMilton "AdPatremH Poems(1645) 翻訳

はじめに

ジョン ･ミル トン (1608-1674)の詩作について,英文学史でとりあげられる作品は英語に

よって執筆されたものが中心となる｡しかしながら,当時の詩人また文学者たちのみならず,

ようやくこの頃から本格的になった自然科学分野の研究者もふくめて,いやしくも学問学芸に

かかわる者たちは,とくにヨーロッパ大陸を意識するために,共通する言語としてのラテン語

で執筆し,公刊することはごく普通のことであった｡むしろ,いかなる題材を取りあつかうに

せよ作家が対外的にものを書くときには,その頭の中にはラテン語がしっかりと存在していて,

先にラテン語で発想する内容を,次に英語に置き換えて書き留めるかたちをとった,という理

解の仕方のほうが適切であろう｡そのため特に初期近代英語においては,英語がねじまげられ

た印象のある難解なIJatinism (ラテン語法)がしばしば指摘される場合が多くある｡

ここに翻訳するのは,青年期のミル トンの英語による作品について検討するにあたって,内

容や執筆の背景などの側面から看過することのできないラテン語による詩作の1篇である｡題

名の"AdPatremHからもわかるように,直接的には自分の父親 (同姓同名の JohnMilton,

1562?･1647)に宛てて書かれたものである｡英語のみならず,ラテン語やイタリア語などによ

って書かれた多数のミル トンの作品のうちから本篇に注目するのは,その当時の事情の注釈と
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もなる内容をもつためであり,自伝の要素もあり,かつ若かりし頃のミル トンの詩作において

のいくつかの重要な節目における,詩人自身の考えの表明ともなることに関係しているためで

ある｡さらには,晩年の大作ParadiseLostにも出現する主題の萌芽もすでに見られるのであ

る｡

以下に本編の概略を示すが,ここではラテン語原文との対照訳が語学的にうまく成立してい

るかどうかを提示することが重要であり,執筆の年代や成立の背景的情報などのくわしいこと

がらについては別の機会において検討したいと考えている｡

ミル トンの ｢初期詩集｣(PoemsofMz:JohnMl'1ton,BothEngll'ShandLatl'D,COmPOS'dat

severaltl'mes.London,1645)は,英語詩部門とラテン語詩部門の2部からなっている｡厳密

なリプリント版で確認できるが,前半部が英語による詩で 65ページ分,後半部がラテン語に

よる詩で87ページ分,中央の区切 りのように54ページ分の ｢ラドロウ城で上演の仮面劇｣(い

わゆる'-Comus'-の台本)が挿入された編集の形式で印刷されている｡

"AdPatremMの構造は,原詩の印刷形式にあるverseparagraphの区分けに従えば,全体と

して7部から成り,次の通りの区切 りが認められる :

1-16行 ;17-55行 ;56-66行 ;67-92行 ;93-110行 ;11ト114行 ;115-120行

一一AdPatrem"の主題は,題名そのものにあるように家族関係,特に親と子の関係,さらには

ミル トンにとっては,父親と息子である自分の人間関係が中心となる｡詩人としての召命意識

と父親の職業 (当時としてもかなり裕福な職種のscrivener(公証人,代書事務職のかたわら

金貸業)であった)について,また親から子-受け継ぐもの,文学者 ･詩人となることについ

て,その父親の姿をとおして考えていることが読み取れる｡

晩年の大作であるPamdlrSeLostに似て,冒頭 (115)にはいくらか大げさなinvocationが

置かれているが,｢その大いなる翼に乗って｣(audacibusalias)などは,あとになって叙事詩

第1巻冒頭のときの翼のイメージと似た表現 ｢‥.空高く飛び邦けようとする,‥.私の大胆

な歌｣(InvokethyaidtomyadventrousSong,/Thatwithnomiddleflightintendstosoar/

Aboveth'AonianMount,whileitpursues/ThingsunattemptedyetinProseorRhine.

(13-16))で再び出現する｡

次にある ｢けれども,この紙面にはぼくの持つ財産 (才能)すべてが示されているので,ぼ

くのすべての財産目録をこの紙面でご覧願いたい｣(Sedtamenh記CnOStrOSOStenditpagina

census,/Etquodhabemusopumchartanumeravimusista(12-13))が,公証人/金貸業で

ある父親に直結するのは詩を一つの申告書類として示しているためである｡これも父親の職業

に関連する表現を利用して,多少おふざけ的な言い方をわざとしているのであろう｡とかくミ

ル トンについては大まじめに解釈しそうになるが,それでは言葉に巧みな,この詩人の意図か

らは離れることになる｡ただし,その父親がなりわいとする公的な書き物仕事は,想像力を駆

使して,詩人的創造的に書く仕事,執筆活動ではないという点が異なるわけである｡

続けて了どうか神聖なる詩女神たち(からの詩)を軽蔑することのないように｣(Nectuperge
precorsacrascontemnereMusas,56)と願いつつ,｢分かたれた神様｣(DividuumqueDeum,

66)としての才能をわれわれ二人は,父親と息子で分かち合っているのだから,それぞれにふさ

わしい仕事をするのであり,息子のほうは,父親とは別の種類の物書きになるつもりであると

述べる｡
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本編は,青年ミル トンが父親に対して自分はいかなる人間なのかを宣言する,すなわち自分

が詩人となる役目の 髄 慮 (おもい)の正しきことを (父上-)証する｣(ImayassertEternal

Providence,/An djusti丘e取 WayStOmVfather,ParadiseLost,BkI.25-26を改変,加筆｡)

作品と見ることもできよう｡

詩人の仕事について,軽蔑することのないように願う表現はたびたび現れ,これについては

かなり真剣に,なんとしてでも認めてもらいたいとの実勢な態度で訴える｡

特に71-76行には父親に対する思いが強く現れ,自分の受けた教育と父と子の粋を感謝しつ

つ回想する｡職業にはしなかったが,趣味で作曲までするほど音楽を愛する父親が詩歌を見下

すはずはないだろう｡息子の目指す詩人に異議を唱えることもなく,金銭づくめの,利益追求

的な法律関係の職種に就かせようともしなかった｡子としての感謝の気持ちと詩人として生き

る道を選択する固い決意を主張する｡

このあとの,父親の経済的援助によって可能であった,すべての言語,文化,文学などの学

問探求が一覧表,目録 (catalogue)で語られ,学問の集大成となる大陸旅行に関するたくさん

の地名が同様に示される｡旅行予定先め地名や国名を父親に示して,実際に訪問しなくとも,

全世界を把握しようとしている詩人の考え方を語ることで,あつかましくすべての費用の負担

を要請する｡(実際に出かけた時には従者 1名を伴っていた｡また,この旅行日程は現在時制で

書かれていることにより,過去の報告ではなく,これからの計画として作られていると解釈で

き,執筆は大陸旅行 (1638年)の直前であると推測される｡)

詩人としての目標は,｢勝者の証のツタとローレルの冠｣(laurosquesedebo,102)を頭にい

ただいて,高いところ (sublimis,110)を歩くこと,と述べている｡

最終部分 (115-120)にも,独立宣言的な,子ども時代との決別,あるいは成人として自立

することの自覚,もはや幼い時代の詩作からは別れて転換する気持ち(juveniliacarmina,115)

を語る｡

そして最後に,暗闇と光の対立の構図を示して,父親に対して文学者を目指す息子の希望を

述べて,この詩を締めくくる｡

この部分は複雑な要素が含まれた表現で,父と子の関係を述べるが,かなり現実のミル トン

自身の個人的感情が込められていて,父親に対する反抗または不服従の表明とも読めるかもし

れないのである｡HparentiS/Nomen"(119-120)｢父親の名前｣とは,どの ｢父｣のことなの

か｡本編では父親の名前は書いていない｡とくにミル トンにおいては同姓同名でもある｡さら

には,｢天の父｣も考えられる｡ここでの父親は何を指すのであろうか｡父親と息子であるから,
従属かつ服従の関係は常に存在するけれども,反抗,不服従あるいは ｢そむく｣という感情は

ありえないのか｡反対の立場から考えるとするならば,それでは息子であるというのはどうい

う意味があるのか,について詩人は追求していたかもしれない｡

なお,今回の翻訳を示すにあたっては,ギリシャ･ローマ古典についての予備知識が補足さ

れているほうが,和訳文のみで読むとしても理解しやすくなるための工夫として,丸かっこ()
による注を多用した｡追加的説明が煩雑かもしれないが,西洋古典全般の知識が共有されてい

るわけではない現代日本人にとっては必要不可欠であろうと考えたためである｡

もう一つは,視覚的なこととして,字下げ (インデント)のみで示され,かつ印刷されてき

た区切り(最初と最後を除いた5ヶ所)を原詩でも和訳でも1行あけにして明確に示してあるO
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(原詩)

AdPatrem.

NuncmeaPierioscuplamPerPeCtOrafontes

Irriguastorquerevias,totumqueperora

Vblverelaxatumgeminodeverticerivum;

Uttenuesoblitasonosaudaciわusalis

[5]SurgatinofficiumvenerandiMusaparentis.

Hocutcunquetibigratumpateroptimecarmen

Exiguummeditaturopus,neenovimusIPSI

Aptidsanobisqu記POSSintmuneradonis

Responderetuis,quamvisneemaximapossint

l10]Responderetuis,nedumutpargratiadonis

Essqueat,Vacuisqufereddituraridaverbis.

Sedtamenh記CnOStrOSOStenditpaginacensus,

Etquodhabemusopumchartanumeravimusista

Qua∋mihi告untnull記,nisiquasdeditaureaClio

[151Quasmihisemotosomnipepereresubantro,

EtnemorislauretasacriParnassidesumbra∋.

NectuvatisopusdivinumdesplCeCarmen,

QuonihilBethereosortus,&seminac把1i,

Nilmagishumanamcommendatorlglnementem,

[20】SanctaPrometh6aeretinensvestigiaflammEe.

Carmenamantsuperi,tremebundaqueTartaracarmen

Imacierevalet,divosqueligareprofundos,

EttriplicidurosManesadamantecoercet.

Carminesepositireteguntarcanafuturi

l25】Phαbades,&tremul記PallentesoraSibyll記 ;

Carminasacrificussollennespangitadaras

Aureaseusternitmotantemcornuataurum;

Seue血mfatasagaxfumantibusabditafibriS

Consulit,&tepidisParcamscrutaturinextis.

[30]NosetiampatriumtunecumrepetemusOlympum,

用terna∋quemora∋stabuntimmobilisEeVl,

Ibimusauratispercaelitemplacoronis,

Dulciasuaviloquosociantescarminaplectro,

Astraquibus,geminlquePOliconvexasonabunt.

[351Spiritus&rapidosqulCircinatigneusorbes.
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父上に捧げる

今こそ,ぼくが願うのは,(詩女神たちの泉)ピェリアに湧き出る流れがぼくの心に向かい,

(パルナソス山の)二つの峰からしたたり落ちる流れ (霊感)が

ぼくの唇からあふれ出てきますように｡(ト3)

そしてぼくの駄作の詩は忘れて,わが詩女神が大いなる翼にのって舞い上がり,

どうか父上に栄誉を捧げる仕事を立派になしとげられますように｡(4-5)

最高の父上よ,この詩があなたにいかほどに喜ばれる作品となり得るか,

それとも貧弱な努力に終わってしまうのかはぼくにはわからない｡

父上からいただいたぼくの最大の贈り物の才能で,正しく報いることができるのだろうか｡

空虚な言葉を連ねるのなら,とうてい感謝の気持ちは比べられもしない｡(6-ll)

けれども,この紙面にはぼくの持つ財産すべてが示されているので,ぼくの

すべての財産目録をこの紙面でご覧願いたい｡それは黄金の (詩女神)クレイオー様から

ぼくに与えられたもの,

遠くはるかな洞窟の中の夢から生まれ,パルナソス山の木蔭で,神聖な森にある

ローレル (月桂樹)の茂みに生まれるものにほかならないのですから｡ <1-16行>

どうか神聖なる詩歌を作る,詩人のわざを軽蔑しないでください｡

詩歌こそは,(神)プロメテウスからの火の神聖な痕跡を保ちつづけ,

天からのわれらの誕生,天から下った種というわれら人間の心から発するもので,

これに勝るものは何一つないのですから｡(17-20)

詩歌をこそ神々は愛され,詩歌は,あの恐ろしい (地獄)タルタロスの底無しの淵を

揺らす力をもち,三重の (きわめて堅牢堅固な金属)アダマントでできた鎖で

荒々しい者どもを地下の世界に縛りつけたのだ｡(2ト23)

詩歌によって,ポイボスの神 (アポロン)に仕える盛女たちも,顔面蒼白で

身を震わせるシビュラの女たちも,遠い未来の秘密を予言した｡(24-25)

おごそかなる祭壇で熔祭を神様に捧げる祭司が作るのは詩歌である｡

金色の角を震わせる雄牛を倒して (生け聾にする)ときも,煙を上げる

内臓の中に秘められた運命を見極めるときも｡(26-29)

それから,われらが故郷のオリュンボスの天国にもどり,

永遠の時代がじっと静止するときには,

われらは黄金の冠を頭にのせて天国の神殿を歩み,

竪琴の奏でる美しい調べに甘美な歌を合わせると,

その歌に天の星たちも天の両極も音を鳴り響かせることだろう｡(30-34)

今でも,すばやく回転する天球を,焔となった (詩人としてのぼくの)魂自身が,

飛押して,星たちの聖歌隊に調和して歌うのは
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Nuncquoquesydereisintercinitipsechoreis

lmmortalemelos,&inenarrabilecarmen;

Torridadunrutiluscompescitsibilaserpens,

DemissoqueferoxgladiomansuescitOrion;

[401StellarumneesentitonusMauI･uSiusAtlas.

Carminaregalesepulasornaresolebant,

Cumnondumluxus,vast紀queimmensavorago

Notagul缶,&modicospumabatcoenaIJyaeO.
Tumdemoresedensfestaadconviviavates

l45】用sculeaintonsosredimitusabarborecrines,

Heroumqueactus,lmitandaquegestacanebat,

Etchaos,&positilat占fundaminamundi,

ReptantesqueDeos,&alentesnuminaglandes,

Etnondum用tn記OquEeSitumfulmenabantro.

[50]Deniquequidvocismodulameninane]uvabit,

Verborumsensusquevacans,numerlqueloquacis?

Silvestresdecetistechoros,nonOrpheacantus,

Quitenuitfluvios&quercubusaddiditaures

Carmine,noncitharasimulachraquefunctacanendo

l55]Compulitinlacrymas;habethasacarminelaudes.

NectupergeprecorsacrascontemnereMusas,

Necvanasinopesqueputa,quarumlpSeperitus

Munere,millesonosnumeroscomponisadaptos,

Millibus&vocemmodulisvariarecanoram

l60】Doctus,Arioniimeritbsisnominish氏res.

Nunctibiquidmirum,simegenuissepo6tam
＼

Contigerit,charositanpropesanguineJuncti

Cognatasartes,studiumqueaffinesequamur:

IpsevolensPhcebussedispertireduobus,

[65]Alteradonamihi,deditalteradonaparenti,

DividuumqueDeumgenitorquepuerquetenemus.

Tutamenutsimulestenerasodissecamcenas,

Nonodissereor,nequeenim,pater,irejubebas

Quavialatapatet,quaproniorarealucri,

【70】Certaquecondendifulgetspesaureanummi:

Necrapュsadleges,ma18custoditaquegentis

Jura,neeinsulsisdamnasclamoribusaures.
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不死不滅の旋律とことばにも絶する詩歌｡

しかるに,輝く蛇 (の星座)はシュウシュウと鳴る火の息をひそめ,

荒れるオリーオーン (の墨座)は心をやわらげ,その剣を下に降ろす｡(35-39)

(北アフリカ)マウレタニアのア トラス神は,星たちの (天を支える)重荷を感じない｡(40)

詩歌は, 暴飲暴食や底無しの食欲がまだ知られず,ごちそうも

節度あるルアイオスの神 (バッコス)からの飲み物 (ブドウ酒)とともに供されていた

その昔,王様たちの酒宴を飾るものとされていた｡(4ト43)

そのころは,詩人は習わしとして楽しき宴会に加えられて座し,

そのハサミの入っていない長髪を樫の葉の冠で飾り,歌って聞かせたのは

英雄たちのかずかずの偉業,模倣に価する功績,さらに

混沌界や世界を支える広大なるいしずえについて,

また,大地を這って進む神々や樫の木の実を食した神々のことについて,

いかづちがまだェ トナ山の火口から出てくることが未知であったことなど｡(44-49)

それにしても,いかなる楽しみが空虚な声の旋律の中にあるのだろうか,

意味も言葉も語りの旋律もないままにO(50-51)

森の中で聞こえる合唱にはふさわしくとも,(音楽家で詩人の)オルベークスのための詩には

ふさわしくなく,

樫の木に耳を与えたり,川の流れをその歌で止めることができたのは,

オルペ-ウスのキタ-ラの琴 (の演奉)ではなく,かれが歌うことによって

死んだ者たちの亡霊を感動させ,涙を流させたのだ｡その名声は歌によって得たもの｡

<17-55行>

どうか神聖なる詩女神たち (からの詩)を軽蔑することのないように願います｡

どうか空しく価値のないものと思わないでください｡このわざに父上は熟達しておられ,

幾千もの音符をふさわしい旋律に調和させ,調和のとれた声をたくさんの旋律に合わせて

作ってこられた｡

父上が正しく (音楽家で詩人の)アリオーンの後継者となりますように願 うばかり｡(56-60)

今さら何の不思議がありましょう,父上が詩人となるぼくの親となる運命であったとして,

血縁で親しく結びついている私たち親子が,

姉妹の間柄の (音楽と詩歌の)芸術と趣味を追い求めたとしても｡(6ト63)

ポイボスの神 (アポロン)が,ご自身を私たち二人と分かつことを欲したまい,

その才能のいくらかをぼくに,またいくらかを父上に与えてくだされたから,

私たちはこの分かたれた神様からの賜物を,父と子として守るのです｡ <56-66行>

父上は,さりながら,詩女神たちを嫌うふりをなさるけれども,ぼくが

そうではないと信じているのは,父上よ,道が大きく,たやすく金儲けのしやすい所,

金銭を集める黄金の希望が光り輝く所に進めとは,お命じなさらなかった｡(67-70)

父上は,国家の法が不正に扱われる,法曹界に向かって急がせたりも,

法令のなまくらな口論でぼくの耳を苦しませたりもなさらなかった｡(7ト72)
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それよりむしろ,ぼくがさらに学問芸術を豊かに養 うようにと,

町中のやかましさから遠く離れ,深い閑居の生活に導いてくださって,

ポイボスの神 (アポロン)のかたわらにいる幸福な友として,(詩女神たちの住む山)

ア-オニアの流れの岸辺の楽しき安逸をむさぼることをさせてくださった｡(73-76)

ぼくは,ふつうの父親の息子に対する世話については語りません｡

ぼくにはもっと多くのことが求められているのですから｡最高の父上よ,父上からの経費

すべての丸抱えによって,ぼくがロムルスの言葉 (ラテン語)の雄弁と

ラテン語の美しさと,ジョウヴ (ユピテル ;ゼウス)の神の口にこそふさわしい,高貴な

ギリシャ人の力強く,高尚な言語を修めた時,父上はガリアの誇る花 (フランス語)と

新しいイタリア人のいやしい口から流す言葉 (イタリア語)-これは野蛮な戦争を

口調で証明するもの-と,さらにパレスティナの預言者たちが

秘儀を語る言葉 (旧約聖書の-プライ語)までも学ぶように勧めてくだされた｡(77-85)

結局のところ,大空の支えるものすべて,空の下にある母なる大地,

大地と大空の間を流れている大気,大理石のような泡立つ海の覆い隠すもの,すべては

父上のおかげでぼくは学ぶことができるし,学ぶつもりになりさえすればよいのは

父上のおかげなのだ｡(86-89)

雲がさけて,知識 (の女神)が現れる｡隠すことなく,あらわな姿で,ぼくの口づけを

受けようと身をかがめ,輝ける顔を差し出してくる｡ぼくが

逃げ出したいと思わないように,ぼくがこの女神 (の口づけ)を味わうことを

わずらわしいと思わないように｡ <67-92行>

♂

だから,出かけて富を取れ,(東方の)オース トリアやペルー王国のもつ

古代からの財宝を欲する (っまらぬ)者たちよ｡(93-94)

父親として,これ以上の大いなる財宝を与えられようか｡(主神)ユピテルご自身でも,

天上界を除いてのすべてを与えたとしても,できるでありましょうか｡(95-96)

あの (アポロンの)神も,.幼き息子 (パェ トーン)に全世界に分かつ光を,

すなわち (太陽神)ヒュペリーオーンの (天邦る)戦車と昼用の手綱と

まばゆい光輪の輝く冠を,ゆだねたけれども-たとえこれらが危険なものでは

なかったとしても-それ以上の偉大な贈り物はお与えにはならなかった｡(97-100)

それゆえに,ぼく自身としては今のところは小さな地位に甘んじているかもしれないが,

必ずや学識ある人々の中で,(バッコス神の象徴の)ツタと (アポロン神の象徴の)ローレルで

編んだ (勝者の証の)冠をかぶった座を占めるつもりである｡(101-102)

ぼくは,もう,つまらぬ無教養な大衆と交わって無名のままとなることはしないし,

汚れた者たちのまなざしを避ける道をぼくは進むことにする｡(103-104)

去ってしまえ,眠らない心配よ｡不平不満よ,去ってしまえ｡

ヤギのごとき流し目をした,ねじれたまなざしの嫉妬よ,去れ｡

-どの詰まった口を開くな,残忍な誹誘中傷よ｡(105-107)

醜悪な群衆よ,ぼくを傷っけることはできはしない｡

おまえたちの支配に,ぼくは服従しない｡安全で心安らかにして,

云どの一撃が届かない,はるかな高みをぼくは歩むのだ｡ <93-110行>
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しかし,愛する父上よ,あなたに対して等しく,ぼくのほうから報いることはできないし,

また,父上からの贈り物も行為で釣り合うことはないので,ぼくは感謝を持ちつつ,

父上のたびたびの好意を記憶して,思い出して語 り,

心の中に誠実に貯えておくことで満足させていただきたい｡ <111-114行>

そして,おまえたち,ぼくの若かりしときの詩歌よ,楽しみよ,

もしもおまえたちが,あえて不死の命を望むなら,その主人 (作者)の

葬儀の薪 (の炎)よりも長生きして,その光を見るために,

もしも暗い忘却が,おまえたちを(地下の死者の国の)冥界オルクスに連れ去るのでなければ,

おそらくは,この賞讃の詩と誉め称えられた父親の名声を,

おまえたちは保存することになるだろう,のちの時代-の模範として｡ <115-120行>

注

本論考を通じて,ミルトンからの引用は初版のつづり字と句読法を重視して採録する編集方針に

よる版本StellaP.Revard(ed.)JohnMl'1tonCompleteSnwterPoems(Withoriginalspellingand

punctuation)(Wiley-Blackwell,2009)("AdPatrem",pp.240-247)を使用したO

注釈としてはAVarl'OmmCommentaryonthePoemsofJohnMl'1ton(NewYorkandLondon:

ColumbiaUniv.Press&RKP,1970-継続中);Vol.Ⅰ(Pp.vii+389)"TheLatinandGreekPoems;

TheItalianPoems,.'eds.DouglasBush;J.E.Shaw&A.BartlettGiamatti,"AdPatrem,"pp.

232-254(1970)を利用した｡
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JohnMilton-S"AdPatrem一一

二ATentativeParallelTranslationintoJapanese-

INAMOCHI,Shigeo

Abstract

-'AdPatrem",aLatinpoembytheyoungJohnMilton,istranslated

intotheJapaneselanguageasaparallelform.Although Latinand

Japanese are quite differentin language structure,thiskind of

comparativepresentation should be indispensableto foreign literary

studies.‖AdPatrem-'isanimportantandinterestingpleCeamong

Milton'searlypoeticalworks,particularlyfrom abiographicalpointof

viewinexaminingthefather-sonrelationship.

lKeywords] JohnMilton,''AdPatrem",Poems(1645),Latin,Japanese

paralleltranslation




